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事
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定
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ご
き

死  亡 １００万円
身体障害程度等級表（1級～3級）の障害 ３０万円
身体障害程度等級表（4級～7級）の障害 ２０万円
入院日数90日以上の障害 １８万円
入院日数＋通院日数90日以上 ９万円
入院日数75日～89日 １６万円
入院日数＋通院日数75日～89日 ８万円
入院日数60日～74日 １４万円
入院日数＋通院日数60日～74日 ７万円
入院日数45日～59日 １１万円
入院日数＋通院日数45日～59日 ５.５万円
入院日数30日～44日 ８万円
入院日数＋通院日数30日～44日 ４万円
入院日数16日～29日 ５万円
入院日数＋通院日数16日～29日 ２.５万円
入院日数6日～15日 ３万円
入院日数＋通院日数 6日～15 １.５万円
入院日数＋通院日数 1日～5日 １万円

■見舞金額 不幸にして交通事故にあった場合、
下記の表の見舞金が支給されます。

被害の程度 共済見舞金額

月  日

現在お手元にある国民健康保険被保険者証は、平成２４年３月３１日が有効期限となってお
り、４月１日からは新しい保険証（カード）を提示しないと診療が受けられなくなります。
このため次のとおり手続きを行いますので忘れずに更新してください。

時  間 場  所

倉 見 公 民 館

下暮地公民館

上 町 公 民 館

町 民 サ ロ ン

午前９時～正午

午後１時～４時

午後１時～４時

午前９時～午後４時

３月２８日㈬

３月２９日㈭

３月３０日㈮

※居住している地区毎に更新を行いますので、都合に
より居住地区の指定日にこられない場合は、４月１
日以降役場窓口へお越しください。
※後期高齢者医療被保険者証（７５歳以上の方）につき
ましては７月３１日有効期限のものが既に郵送され
ております。今回の更新とは関係ありませんので、
ご了承ください。

※平成２３年度国民健康保険税の最終納期は２月末
日となっております。まだ完納されていない方は保
険証更新時までに必ず納めてください。特別の事情
無く納められない方は、短期被保険者証または資格
証明書を交付することになりますので、御承知おき
ください。

交通災害共済とは
この共済は、住民ひとりひとりがわずかな掛金を出し
合い、不幸にして交通事故にあわれた方に見舞金をおく
る相互扶助制度です。

●加入できる方は
山梨県内の下記市町村に住所を有している方で
◆ 住民基本台帳に記載されている方
◆ 外国人登録されている方
※他県等に転出している学生は加入できます。

◆ 市町村 南アルプス市、北杜市、甲斐市、笛吹市、
上野原市、甲州市、中央市、全町村

● お申し込み方法
所定の「交通災害共済加入申込書」により、地区公民
館または役場で行います。

共済掛金は １人年額５００円です。
なお、中途加入でも掛金は同じです。

共済期間は
平成24年４月１日～平成25年３月31日まで
※中途加入の場合は、加入した翌日から平成25年３月

31日までです。

交通災害共済に家族そろって加入しましょう

保険証の更新と交通災害共済加入の

手続きは同時に受け付けます

保険証の更新と交通災害共済加入の

手続きは同時に受け付けます

保険証の更新と交通災害共済加入の

手続きは同時に受け付けます

加入手続きは保険証の更新と同時に受け付けます。加入手続きは保険証の更新と同時に受け付けます。加入手続きは保険証の更新と同時に受け付けます。

持参するもの
① 現在お持ちの保険証
② 町内に住所を置いていない
学生は在学証明書と印鑑

国民健康保険 保険証の更新を忘れずに！！
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税
務
住
民
課

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
を

４
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す

県
で
は
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、
県
立

中
央
病
院
を
基
地
病
院
と
し
て
、

４
月
１
日
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
専
門
の
医

師
・
看
護
師
と
専
門
の
医
療
機
器

を
搭
載
し
て
救
急
現
場
に
出
動
す

る
こ
と
で
、一
刻
も
早
く
初
期
治
療

と
医
療
機
関
へ
の
搬
送
が
で
き
る

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
す
。

医
師
の
派
遣
に
よ
り
治
療
開
始

ま
で
の
時
間
を
短
縮
し
て
、
救
命

率
の
向
上
と
後
遺
症
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
概
ね
15
分
以

内
で
県
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。 

安
全
な
運
用
を
心
が
け
ま
す
の

で
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
出
動
要
請
の
方
法

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消
防

本
部
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請

し
ま
す
。

◆
運
用
時
間

毎
日
８
時
30
分
か
ら
日
没
ま
で

で
す
。

◆
利
用
料
金

搬
送
自
体
に
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。た
だ
し
、救
急
現
場
で
行
っ

た
医
療
行
為
に
対
し
て
は
、医
療
の

範
囲
内
で
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
立
中
央
病
院

☎
０
５
５︵
２
５
３
︶７
１
１
１
 

FAX
０
５
５︵
２
５
３
︶８
０
１
１

県
医
務
課

☎
０
５
５︵
２
２
３
︶１
４
８
０
 

FAX
０
５
５︵
２
２
３
︶１
４
８
６

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
④

﹃
親
子
関
係
を
学
ぼ
う・親
子
遊
び
﹄

お
子
さ
ん
が
健
や
か
に
育
つ
よ

う
親
子
の
関
わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
と
し
て
、
今
回
は
親
子
で
一

緒
に
体
を
使
っ
て
遊
ぶ
﹃
親
子
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
﹄を
行
い
ま
す
。こ
の

機
会
に
お
子
さ
ん
と
思
い
っ
き
り

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は
か
り
ま
し
ょ

う
！
ま
た
、当
日
は
愛
育
会
の
方
々

の
協
力
で
昼
食
も
ご
用
意
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
平
成
24
年
３
月
８
日︵
木
︶

午
前
10
時
〜
12
時

場
所
：
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
Ｆ

対
象
：
未
就
学
の
親
子

申
し
込
み
：
い
き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
 
保
健
係
ま
で

福
祉
保
健
課

中
学
１
年
生
・
高
校
３
年
生
の

保
護
者
様
へ
麻
し
ん︵
は
し
か
︶・

風
し
ん
予
防
接
種
に
つ
い
て

平
成
19
年
に
10
代
か
ら
20
代
の

若
者
を
中
心
に
全
国
的
に
麻
し
ん

︵
は
し
か
︶
が
流
行
し
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間

を
麻
し
ん
排
除
の
対
策
期
間
と
し

て
定
め
、
中
学
１
年
生
︵
３
期
︶・

高
校
３
年
生︵
４
期
︶に
相
当
す
る

年
齢
の
方
を
対
象
と
す
る
定
期
予

防
接
種︵
無
料
︶を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方

は
、
学
年
末
ま
で
に
接
種
し
ま
し

ょ
う
！

◆
対
者
象

中
学
１
年
生
、
高
校

３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方

◆
予
診
票

毎
年
４
月
に
対
象
者

の
方
に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

お
手
元
に
な
い
場
合
は
、
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

◆
期
 
限

対
象
の
学
年
末
ま
で

︵
平
成
24
年
３
月
31
ま
で
︶

︵
対
象
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
︶

◆
問
い
合
わ
せ

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
係

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

山
梨
県
内
の
自
殺
者
数
は
、
こ

こ
の
と
こ
ろ
毎
年
300
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
自
殺
の
原
因
で
最
も
多

い
の
は
、う
つ
病
で
す
。う
つ
病
と

は
、抑
う
つ
状
態︵
理
由
も
な
く
気

分
が
沈
ん
だ
り
、
意
欲
が
わ
か
な

く
な
っ
た
り
す
る
︶や
、強
い
不
安

感
・
絶
望
感
・
罪
悪
感
を
伴
う
こ

こ
ろ
の
病
気
で
す
。
う
つ
病
を
疑

う
サ
イ
ン
は
次
の
通
り
で
す
。
自

己
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
頭
が
重
い
・
肩
が
こ
る
・
便
秘

が
続
く

・
も
の
ご
と
に
興
味
や
関
心
が
も

て
な
い

・
何
を
す
る
の
も
お
っ
く
う
で
、

す
ぐ
疲
れ
る

・
集
中
力
に
欠
け
る

・
も
の
ご
と
の
判
断
が
な
か
な
か

で
き
な
い

・
外
出
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

・
心
か
ら
楽
し
い
と
思
え
な
い
・

笑
え
な
い

・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
気
分
が
落
ち
つ

か
な
い

・
寝
て
も
寝
て
も
眠
い

・
異
性
に
関
心
が
も
て
な
く
な
っ

て
い
る

・
食
欲
が
な
く
、
体
重
が
減
る

・
死
ん
で
し
ま
い
た
い
と
思
う

う
つ
病
は
治
せ
る
病
気
で
す
。

も
し
か
し
て
、
と
思
う
よ
う
な
兆

候
が
あ
れ
ば
、
迷
わ
ず
専
門
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
療
費
を
大
切
に

本
当
に
医
療
を
必
要
と
す
る
人

が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
医
療
機

関
・
薬
局
の
か
か
り
方
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
医
療
費
の
増
加
は

最
終
的
に
保
険
税
の
増
税
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
医
療
費
節
約

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
﹁
後

発
医
薬
品
は
、
最
初
に
作
ら
れ
た

薬
︵
新
薬
：
先
発
医
薬
品
︶
﹂
の
特

許
が
切
れ
て
か
ら
作
ら
れ
た
薬
で

す
。
新
薬
と
同
等
の
効
能
・
効
果

を
持
ち
、新
薬
よ
り
安
価
な
医
薬

品
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ポ
イ
ン
ト

①
新
薬
と
有
効
成
分
が
同
じ
な
の

で
、同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

②
開
発
コ
ス
ト
が
少
な
い
の
で
、

新
薬
よ
り
も
安
価
で
す
。

③
こ
れ
ま
で
に
使
わ
れ
た
こ
と
の

あ
る
薬
な
の
で
、
安
心
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す

る
と
き
は
お
医
者
さ
ん
や
薬
剤
師

さ
ん
に
相
談
し
、
十
分
な
説
明
を

受
け
て
か
ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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在宅当番医による
休日の初期救急診療を実施しています

初期救急診療とは？・・・風邪や腹痛など比較的軽症な患者さんに対して地域内の
開業医が交代で応急診療をするものです。

二次救急診療とは？・・・入院の必要がある患者さんに対して診療を行うもので、
富士北麓地域では富士吉田市立病院と山梨赤十字病院
が担っています。

《住民の皆様へのお願い》

必ず事前に当番診療所へ電
話をしてから受診してくだ
さい

日頃から使っている薬が分
かるもの（お薬手帳など）
を持って受診してください

できるだけ平日昼間の診療
時間内に受診しましょう

軽症な患者さんは当番医に
よる初期救急の受診を心が
けましょう

お問い合わせ先
山梨県救急医療情報センター
毎日２４時間対応

富士五湖消防本部テレホンガイド
毎日２４時間対応
（ガイダンステープ）

当番診療所の確認
☎０５５－２２４－４１９９

☎０５５５－２３－４４４４

日曜・祝日 
診療時間 朝９時～夕方５時
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町では、安心で快適な住みよいまち、自然と調和したうるおいあるまちを目指し、西桂町の土地利用
の根幹となる都市計画マスタープランと、美しい街並みや良好な景観形成の根幹となる景観計画の策定
をすすめております。
計画策定に係る概要等の説明と町民の皆様の土地利用等に関するご意見をお聞きするため、次の日程

により、地区説明会を開催いたしますので、皆様の積極的なご参加をお願いいたします。

※各会場事前申し込みは必要あ
りません。直接お越しください。

【問い合わせ先】総務課 企画係

町では１月の下旬に、長期総合計
画実施計画に基づく事業実施方針の

説明や、「ごみの減量化」と「健康長寿のまちづくり」をテーマ
とした町民の皆様との意見交換会を実施しました。
懇話会には、多くの町民の皆様にご参加いただき、今後さらに、

町をどのようにしてより良い方向へすすめていくか、テーマであ
る「ごみの減量化」等にとどまらず、たくさんの活発なご意見を
うかがうことができました。
ご提言いただきましたご意見は、町政発展のために役立ててい
くとともに、懇話会については今後随時開催していく予定でおり
ますので、町民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

※当日の主なご意見や後日回答することと
なっていた事項を町ホームページに公開
しますのであわせてご覧ください。

開 催 日      対象地区    開催場所    開会時刻  
３月１３日（火） 下暮地地区 下暮地公民館 午後７時00分～
３月１５日（木） 小沼地区  YLO会館２階 午後７時00分～
３月１９日（月） 倉見地区  倉見公民館  午後７時00分～

● 都市計画マスタープラン
● 景観計画 策定に関する説明会を開催します！

たくさんの町民の皆様のご参加
ありがとうございました！

町内5地区で町政懇話会を開催

開 催 日   開催場所  参加者

１月19日（木） 倉見公民館  47人

１月23日（月） 柿園公民館  41人

１月26日（木） 本町公民館  25人

１月27日（金） 上町公民館  39人

１月30日（月） 下暮地公民館 39人

平
成
24
年
交
通
安
全
推
進
県
民
大
会
が

桃
源
郷
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
山
梨
県
飲
酒
運
転
絶
滅
作
戦
﹂
優
良
市

町
村
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
西
桂
町
が
知
事

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◎
町
民
一
人
ひ
と
り
が
飲
酒
運
転
な
ど
交

通
事
故
防
止
の
規
範
意
識
の
高
揚
か
ら

達
成
し
た
成
果
で
す
。

平
成
23
年
度
交
通
安
全
功
労
者
等
表
彰

も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
桂
町
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
︵
敬
称
略
︶

全
日
本
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰
 

交
通
栄
誉
章
﹁
緑
十
字
銅
章
﹂

相
 
澤
 
力
 
造

山
梨
県
警
察
本
部
長
・
山
梨
県

交
通
安
全
協
会
会
長
連
盟
表
彰

優
良
運
転
者

岩
 
田
 
栄
 
子

飲酒運転絶滅作戦・西桂町４年連続表彰
総
 
務
 
課
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区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

標準的な職務内容

職 員 数（人）

主事・主事補 主　任 主幹・係長 課長補佐 
課長（特に困難な
業務を掌る）
・会計管理者

課　長

2人 5人 11人 10人 4人 3人

区　分 西　桂　町 国
一般行政職 87.7

県内市町村平均

93.4 100

町　　長

議　　長

副 議 長

議　　員

520,000円

200,000円

160,000円

145,000円

172,200円
140,100円

区　　分
一 般 行 政 職

平均給料月額 平 均 年 齢

320,800円
335,699円

西 桂 町
県

区　分

平成
22年度

住民基本
台帳人口

(23.3.31現在) 
4,733人

歳 出 額
(A)

千円
2,187,991

実質収支

千円
63,366

人 件 費
(B)

千円
369,631

人件比率
(B/A)

％
16.9

前 年 の
人件比率

％
16.9

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

244,100円 300,700円 333,900円
290,100円

一般行政職
大学卒

高校卒

区　分

平成
23年度

職 員 数
(A)

人
44

給　　与　　費

千円
167,952

千円
20,019

千円
61,913

千円
249,884

1人当たり給与額
(B/A)

千円
5,679

給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計 (B)

45　歳
43.1歳

区　分
西桂町

決定初任給

県

Ⅱ種172,200円
決定初任給

Ⅰ種185,800円
144,500円

一般行政職
大学卒
高校卒

区   分

期末勤勉手当

（23年度支給割合）
                     期末 勤勉

6月期　1.225月分　  0.675月分
12月期　1.375月分　 0.675月分
計　 2.60 月分　  1.35  月分

（支給率）　　   自己都合　　       勧奨・定年

勤続20年　23.50月分　 30.55月分
勤続25年　33.50月分　 41.34月分
勤続35年　47.50月分　 59.28月分
最高限度額 59.28月分    59.28月分

交通機関利用の場合、運賃相当額を支
給限度内で支給
自動車等使用者は、通勤距離に応じて
支給

借家、借間等を借り、家賃を支払っ
ている職員に支給

扶養親族として認定された配偶者、
22歳未満の子及び60歳以上の父母
等に支給

退 職 手 当

通 勤 手 当

住 居 手 当

扶 養 手 当

内      容

区　　　分 給 料 月 額 等 　

給　　料

報　　酬

注 （1）経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務
している場合の採用後の年数をいうものです。

（2）経験年数別の10年とは10年以上15年未満、15年と
は15年以上20年未満、20年とは20年以上25年未
満の区分に基づいています。

注 国家公務員の給料額を100とした場合の本町職員の給料額の
割合です。

注（1）西桂町職員給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
（2）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

平成23年４月１日現在における、
西桂町職員の給与等の状況を公表します。

注 （1）職員手当には、退職手当を含みません。　　（2）給与費は、当初予算に計上された額です。

町職員の給与等の公表町職員の給与等の公表町職員の給与等の公表
人件費の状況（一般会計決算）

職員給与費の状況（一般会計予算）

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 職員の初任給の状況

職員の経験年齢別、学歴別平均給料月額の状況 職員手当の状況

特別職の報酬等の状況

ラスパイレス指数の状況（平成22年4月1日現在）

一般行政職の級別職員数の状況

1

2

3 4

5 6

7

8

9

（町長については、60,000円引下げています。）



過去の広報誌を町のホームページで見ることができます。「http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp」にアクセス！
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7

日頃、子ども達の安心・安全のため、また、学校教育では得ら
れない体験学習で、未開発の能力の発育・発達に寄与していただ
いている、個人や関係諸団体の方々に心より感謝申し上げます。
幸い皆様のご協力ご支援により、大きな事故もなく子ども達が

成長し、明るく元気よく学習に励んでいると確信しております。
現在、小・中学生を対象に、１日が「お早うございます」「気
をつけて行ってらっしゃい」で始まり、「お帰りなさい」「気を
つけて帰ってね」で終わる、笑顔で言葉を交わし合う挨拶・声か
け運動を、青少年育成西桂町民会議の方々が中心となり取り組ん
でおります。

スクールガードに関しましては、初代リーダー小沢裕様から立
ち上げていただいた活動が、今や７０名を越える充実した組織と
なり、子ども達の危機管理上欠くことの出来ない存在となり、心
強く、頼もしく感じております。
また、西桂をきれいする会、子育て支援の会、読み聞かせの会、

あじさいの会、育成会、農業委員等々の方々が、子ども達の精神
的成長を促す活動、
町民としてのつなが
りの大切さを感じさ
せてくれる活動、生
きる知恵を授けて下さる催しもの等に取り組まれております。
このようなご支援があって、学校・家庭・地域社会の連携な

くしては達成出来ない、生きる力を育てる町づくり活動となっ
ております。今後も、西桂の将来を担う子ども達のために、町全
体が活力ある組織体として発展することを願うばかりです。

西桂町教育委員会

去
る
10
月
20
日
、
町
内
農
園
に

お
い
て
成
城
学
園
初
等
部
１
年
生

に
よ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
体
験
学

習
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
て

頂
い
た
子
供
達
・
父
兄
に
は
大
変

満
足
し
て
も
ら
い
、
感
謝
の
手
紙

を
頂
き
ま
し
た
。

おかげさまでスクールガードが順調に活動し、目的を
達成出来ているのもご協力を下さっている皆様のおかげ
だと深く感謝いたしております。
スクールガードが立ち上がって早７年、スクールガー

ド連絡会が出来て５年が経ちますが、関係各位の大変な
ご尽力のたまものと思っています。
連絡会は児童・生徒の登下校時の安全を目的に発足し

ました。その成果が安全を越え、町民の心のつながりをも
育てる結果を生み、理想的な組織へと成りつつあります。

そんな中で、スクールガードの方々も年を取るご
とに、心身ともに厳しさを増し、少しずつ世代交代を
して行かなくてはなりません。
そこで、この組織の活性化を図ることも含め、新会
員としてご協力下さる方を募集いたしております。
なにとぞ主旨をご理解いただきまして、ご参加をお
願いいたします。
ご参加いただける方は、連絡会地区役員さん、区長

さん、または教育委員会までお申し出下さい。ご連絡
をお待ちしております。　　　西桂町教育委員会

「子どもを守る力に」

サツマイモ掘り体験学習
を行いました

サツマイモ掘り体験学習
を行いました

サツマイモ掘り体験学習
を行いました

子どもたちへの支援、心より感謝申し上げます子どもたちへの支援、心より感謝申し上げます子どもたちへの支援、心より感謝申し上げます



日
時

３
月
10
日
︵
土
︶

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

︵
雨
天
中
止
︶

場
所

都
留
市
役
所
と
な
り

エ
コ
ハ
ウ
ス
駐
車
場

出
店
内
容

洋
服
︵
子
ど
も
・
大
人
︶
・
日

用
品
・
雑
貨
・
お
も
ち
ゃ
な

ど
軽
食
販
売
な
ど

※
東
日
本
大
震
災
被
災
地
写
真

展
が
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
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こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い

ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不

始
末
が
原
因
で
、
林
野
火
災
が
起
き

３
月
１
日
〜
３
月
８
日
は

﹁
女
性
の
健
康
週
間
﹂
で
す
。

女
性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で

明
る
く
、
充
実
し
た
日
々
を
自
立

し
て
過
ご
す
こ
と
を
支
援
す
る
た

め
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
を
国
民

運
動
と
し
て
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
女
性
を
取
り
巻

く
健
康
問
題
に
関
心
を
も
ち
、
県

民
の
皆
様
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の

解
決
の
た
め
の
活
動
を
始
め
ま
し

ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
増
進
課

☎
０
５
５︵
２
２
３
︶１
４
９
６

FAX
０
５
５︵
２
２
３
︶１
４
９
９

林
野
火
災
の

防
止
に
つ
い
て

女
性
の
健
康
習
慣

—
 ろ
う
学
校﹁
き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
—

お
子
さ
ま
の
｢き
こ
え
｣｢こ
と

ば
｣の
こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
門
の
教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
来
校
さ
れ
る
の
が
難
し
い
方

は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も

受
け
て
お
り
ま
す
。

日
時

平
成
24
年
３
月
16
日
︵
金
︶

３
月
17
日︵
土
︶

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場
所

県
立
ろ
う
学
校

︵
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
︶

対
象

０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

相
談
内
容

１
﹁
き
こ
え
﹂
と
﹁
こ
と
ば
﹂
に
関

す
る
悩
み
の
相
談

２
﹁
き
こ
え
﹂
と
﹁
こ
と
ば
﹂
に
不

安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か

わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
︵
育
児

相
談
︶

全
国
的
に
振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。特
に﹁
オ

レ
オ
レ
詐
欺
﹂
は
、

○
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た

○
風
邪
を
引
い
た
・
・
・
・
声
が

お
か
し
い
等
と
い
う
不
審
な
電

話
の
後
、
翌
日
以
降
に

○
友
人
の
借
金
の
保
証
人
に
な
っ

た
○
会
社
の
金
を
使
い
込
ん
だ

○
家
庭
の
あ
る
女
性
を
妊
娠
さ
せ

て
し
ま
っ
た

等
と
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
手

段
と
し
て
お
金
を
要
求
し
て
き
ま

す
。最

近
で
は
、
指
定
し
た
口
座
に

振
り
込
ま
せ
る
も
の
の
他
、
自
宅

等
に
現
金
を
受
取
に
く
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

﹁
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
﹂
と
い

う
電
話
が
あ
っ
た
時
は
、
以
前
の

電
話
番
号
に
電
話
し
て
確
認
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
！！

●
﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か

り
ま
す
﹂
に
は
ご
注
意
を
！

あ
な
た
の
自
宅
等
で
カ
ー
ド
を

預
か
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
！！

こ
う
し
た
、
電
話
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
お
近
く
の
警
察
署
・
交

番
・
駐
在
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
審
な
電
話
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
！

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
＆

都
留
文
大
生
に
よ
る

東
日
本
大
震
災
写
真
展

同
時
開
催

３
﹁
き
こ
え
﹂
と
﹁
こ
と
ば
﹂
に
不

安
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や

学
習
に
つ
い
て
︵
教
育
相
談
︶

４
聴
力
測
定

５
補
聴
器
相
談

申
し
込
み
方
法

事
前
に
電
話
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時

を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
︵
締
め
切

り
は
３
月
９
日︵
金
︶午
後
５
時
ま

で
︶

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

※
電
話
や
E-m
ailで
の
相
談
も
常

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
相
談
期
間
中
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学

と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

ろ
う
学
校
｢き
こ
え
と
こ
と
ば

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
｣ 
手
塚

☎
０
５
５
３︵
22
︶１
３
７
８

FAX
０
５
５
３︵
22
︶６
４
１
９

E-m
ail

sodan@
rogako.kai.ed.jp

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

☎
０
５
５︵
２
３
５
︶２
１
２
１
㈹

春
の
｢き
こ
え
｣と
｢こ
と
ば
｣

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
作
業
や
行

楽
で
山
に
入
る
時
は
、

・
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
枯
れ
草
な

ど
の
あ
る
場
所
で
は
、
火
を
使
用

し
な
い
こ
と

・
強
風
の
時
に
は
、
た
き
火
や
下
草

焼
き
を
し
な
い
こ
と

・
た
ば
こ
の
火
は
完
全
に
消
し
て
、

投
げ
捨
て
は
し
な
い
こ
と

な
ど
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
貴
重
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

県
消
防
防
災
課

☎
０
５
５
︵
２
２
３
︶
１
４
３
０

FAX
０
５
５
︵
２
２
３
︶
１
４
２
９
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お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ

て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で

い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る
お

子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生

な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
及
び
会
場

平
成
24
年
３
月
24
日︵
土
︶
、

３
月
25
日︵
日
︶

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
。

山
梨
県
立
盲
学
校

︵
甲
府
市
下
飯
田
２
︲
10
︲
２
︶

＊
こ
れ
は
本
校
へ
の
入
学
相
談
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
相
談
費
用

無
料

◆
申
込
方
法

３
月
23
日︵
金
︶ま
で
に
電
話
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校

Eye愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
 
 

担
当
：
吉
田
朋
子

☎
０
５
５︵
２
２
６
︶３
３
６
１

FAX
０
５
５︵
２
２
６
︶３
３
６
２

E-m
ail  eyeeye@
ysvi.kai.ed.jp

春
の
 Eye 愛
ひ
と
み

相
談
会

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、

平
成
24
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま

す
。﹁
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文

化
の
振
興
﹂
が
勧
学
院
の
ね
ら
い

で
す
。
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や

技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
県
下
６
学

園
に
集
う
仲
間
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
山
梨
・
日
本
の
心
・
現
代
社

会
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
募
集

南
都
留
学
園
40
名

︵
県
下
６
学
園
で
３
０
０
名
︶

●
入
学
資
格

県
内
在
住
の
概
ね
60
歳
以
上
の

方
で
、
健
康
で
学
習
意
欲
の
あ

る
方
。

●
修
業
年
限

２
ヵ
年

●
主
な
学
習
会
場

ぴ
ゅ
あ
富
士
︵
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
富
士
︶

●
募
集
期
間

平
成
24
年
２
月
１
日︵
水
︶か
ら

３
月
30
日︵
金
︶
ま
で

(定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
)

●
学
費
と
し
て
年
間
基
本
学
習
費

︵
８
，０
０
０
円
︶を
集
金
し
ま

す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

富
士
・
東
部
教
育
事
務
所

︵
南
都
留
合
同
庁
舎
内
︶

☎
０
５
５
４
︵
45
︶
７
８
２
１

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

｢南
都
留
学
園
学
生
募
集
｣

〈ウィンドウズ〉
５月28日～６月５日の間のうち６日間 午後６時～９時
パソコンの基礎知識と操作方法を習得したい方
２,１００円
３月２８日（水）～

【共通】訓練場所・問合せ 県立都留高等学校技術専門校  TEL 0554‑43‑8911 FAX 0554‑43‑8912
申込み 先着順の受付です。既定の用紙に記入しFAX等によるかまたは当校ホームページより申込み下さい。

●都留高等技術専門校 能力開発セミナー訓練生募集のご案内 ●
〈シーケンス制御の基礎〉

日  時 ５月17日～25日の間のうち６日間 午後６時～９時
対 象 者 シーケンス制御の知識を習得したい方
受 講 料 ２,１００円（別途テキスト代あり）
受付開始日 ３月１９日（月）～

米倉山太陽光発電所は内陸部国内最大規模の１万キロワットの発電所で、山梨県と東京電力株式会社が
共同事業により建設しました。年間に生み出す電力は１,２００万キロワットアワーで、これは一般家庭約
３,４００軒分の年間使用量になります。
ＰＲ施設では環境学習や次世代エネルギーの情報提供の場として、地球温暖化をはじめとする環境問題

や太陽光発電など再生可能エネルギーについてわかりやすく紹介しています。また場内には遊歩道を整備
していて太陽光パネルの見学ができるほか展望台からは米倉山太陽光発電所を一望することもできます。

◆開館時間 午前９時３０分から午後４時３０分まで（入館は午後４時まで）
入館は無料です。

◆休 館 日 ①毎週月曜日（国民の休日に関する法律に規定する休日の場合を除く）
②休日の翌日（土曜日、日曜日又は休日の場合を除く）
ただし、４月３０日から５月５日は開館します。

③１２月２９日から１月３日まで
④臨時に行う休館

◆駐 車 場 普通車２０台、大型バス３台
◆そ の 他 団体や専門的な説明が必要な場合は、予約をお願いします。
◆問い合わせ先 米倉山太陽光発電所ＰＲ施設「ゆめソーラー館やまなし」

TEL・FAX ０５５－２６９－６６８５

米倉山太陽光発電所ＰＲ施設「ゆめソーラー館やまなし」を見学できます
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子育て支援センター

① リトミック遊び

② 親子ヨガ

③ 親子フィットネス

④ ママさんいきいき体操

⑤ 親子でお雛さまを作ろう！

３月５日 (月)

３月８日 (木)

３月19日 (月)

３月28日 (水)

３月12日 (月)
～16日 (金)

午前10：30～11：00

午後5：30～6：30

午前10：00～11：30

午前10：15～11：30

午前10：00～12：00
午後13：00～15：00

米澤はるか

浜田純一

槇田知子

タオル・バスタオル・
上履き・飲物

タオル・飲み物

日 付 時 間 講 師 持ち物 その他

写真は12ページのフォトニュース！

児童館活動報告
●「工作クラブ」
１月１８日（水）、まつぼっくりを使って「ふくろう作り」

を行いました。

仕上げた「ふくろう」を枝にくくりつける作業が難しく、苦

戦する様子も見られましたが、納得がいくまで何度もやり直

し仕上げていました。子ども達は、普段は使えない道具を使

えることが楽しい様子。今回は、ワイヤーとのこぎりの使い

方を覚え、作品作りを満喫しました。

●「指あみマフラー」
１月２１日（土）、村野真理子さんを講師に迎え「指あみマ

フラー作り」を行いました。

編み始めは大変さも見られましたが、慣れてくると編み目が

きれいに揃い楽しみながら編む姿が見られました。長く編ん

で２重に巻いたり、さらに編み込んで太くしたりと各自が工

夫し、素敵なマフラーに仕上げられました。

●「こどもリズムフィットネス」
１月１１日（水）、学童クラブでは“お気軽フィットネス教

室”の浜田純一さんを講師に迎え「こどもリズムフィットネ

ス」を行いました。

初めは、恥ずかしそうに参加していた子ども達も、知ってい

る曲が流れてくると歌を口ずさみながら体を動かし、歓声を

あげて楽しむ姿が見られました。寒い日でしたが汗をかき、

体を動かす気持ちよさを思いきり味わえたようです。

子育て支援センター
(西桂保育所内)

保 育 所
●未満児の会
１月１４日（土）、つぼみ園の未満児の会が行われました。

０.１歳児、２歳児ともに、リトミック活動の中で親子で楽し

い時間を過ごしました。泣いて過ごしていた子ども達がリズ

ムに合わせ、元気に活動する様子に、一人ひとりの成長を感

じ、安心していただけたようです。

●生活発表会「リトミック」
１月１７，１９，２１，２８，日の４日間に渡り、３歳以上

児のリトミック発表会が行われました。保護者の方に一生懸

命リトミックに取り組む様子を見ていただくことで、とても

満足気な子ども達。保護者の方には、子どもと一緒に体を動

かすことで、昨年よりも成長したわが子の様子を感じていた

だきました。

●豆まき
２月３日（金）毎年恒例の豆まきが行われました。青鬼・赤

鬼の登場に、子ども達の顔は見る見る青ざめ、声も出ないほ

どでした。子ども達一人ひとりが持っている泣き虫、いじわ

る虫、弱虫を鬼に豆を投げる事で心の中をきれいにしようと

頑張っていました。

●母親クラブ
１月の活動は、インフルエンザ流行の為、中止としました。３月は新役員選出

とお別れ会を行ないます。思い出話とこれからの抱負を語りましょう！

たくさんの絵本を親子で
楽しんでみては、いかがですか?
● 絵本の貸出日 … 毎週月曜日
● 返 却 日 … 2日後の水曜日

＊お手数ですが支援センタースタッフまで御返却お願い
致します。
また、毎週月曜日の行事予定のない日には、午前10
時30分頃よりスタッフによる絵本の読み聞かせをし
ております。

●3/27（火）共助の響き・健康安全郷育交流会・
3世代交流事業「リズムテコンドーで遊ぼう！」
渡辺光美先生と一緒に体を動かしてみましょう。

・午前10：30〜12：00
・児童館２Ｆ集会室

世代間交流ですので、多くの方の参加をお待ちしています。

裸足になって行ないます。

汗ふきタオル・水分補給の飲み物も持参して下さい。

●3/28（水）児童館人形劇鑑賞
オフィスやまいも「不思議な箱・さんまいのお札」

・午後1時30分〜2時30分

・ＹＬＯ会館１Ｆ和室

お友達同士で・ご家族で・小さいお子さんも保護者の方

と一緒においで下さい。お待ちしておりま～す！
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３月・４月上旬 行事予定表
日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

1 2 3
●児童館事業

am10:00～

54 6
●両親学級

pm7:30～
（いきいき健康福祉センター）
●お別れ会

（保育所）

7
●ふれあい健康相談

am10:00～12:00
（いきいき健康福祉センター）

8
●子育てセミナー

am10:30～
（いきいき健康福祉センター）

●母子相談・母子健康手帳
交付 am9:00～12:00

（いきいき健康福祉センター）

9 10
●中学校図書館一般開放日

am10:00～pm3:00
●資源化物回収

am7:00～

1211
●粗大ごみ

am9:00～12:00
pm1:00～3:00
（尾尻町有地）

13
●都市計画等策定
地区説明会

pm7:00～
（下暮地公民館）

14 15
●都市計画等策定
地区説明会

pm7:00～
（YLO会館２階）

16 17
●児童館清掃

am9:30～11:30

19
●都市計画等策定
地区説明会

pm7:00～
（倉見公民館）

18 20春分の日 21
●乳児健診

ｐｍ1:20～
（いきいき健康福祉センター）
●児童館工作クラブ

pm3:30～5:00

22
●５歳児健康相談

ｐｍ4:00～
（いきいき健康福祉センター）
●母子相談・母子健康手帳
交付 am9:00～12:00

（いきいき健康福祉センター）

23 24

26
●卒園式（保育所）

●川浚い（予備日）

25 27
●リズムテコンドー
で遊ぼう
（児童館集会室）
am10:30～12:00

28
●児童館人形劇鑑賞
（ＹＬＯ1Ｆ和室）

pm1:30～2:30
「不思議な箱・さん

まいのお札」

29 30
●児童館事業

pm2:00～

31

21
●川浚い

3 4 5 6 7

３月

広報に関するご意見・ご感想・ご質問は TEL : 0555‑25‑2121    FAX : 0555‑20‑2015
E‑mail : kouhou@town.nishikatsura.yamanashi.jp

４月

１
月
届
出

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

上
　
町
　
宮
　
下
　
め
ぐ
み

謙
二

上
　
町
　
柏
　
木
　
辰
　
郎

博

上
　
町
　
佐
　
藤
　
金
　
造

剛

慶
　
弔

慶
　
弔

慶
　
弔

お
め
で
た
（
誕
生
）保

護
者

本
　
町

芦
　
澤
　
��

�
�

承�
�
�

真
二

男　 2, 3 1 5 人（－4）

女　 2, 3 9 6 人（－4）

合計　4, 7 0 1 人（－8）

世帯　1, 5 2 0 世帯（－1）

平成24年２月１日現在

人口と世帯  

春季全国火災予防運動
3月 1日（木）〜7 日（水）

確定申告・住民税申告
3月 15日（木）まで



12この広報紙は環境保護のため、再生紙、大豆油インキを使用しています。 発行：西桂町役場 総務課 広報担当

児 童 館

保 育 所

「工作クラブ」「工作クラブ」

「指あみマフラ
ー」

「指あみマフラ
ー」

「こどもリズムフィットネス」「こどもリズムフィットネス」

未満時の会未満時の会生活発表会「リトミック」生活発表会「リトミック」

豆まき豆まき


